
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

未来を担う「産業を支える人づくり戦略」 

プロジェクト 

◇ものづくり産業等を支える人材の育成 

◇産業を支える女性の活躍促進 

◇高度産業人材等の還流促進 

 



プロジェクト

No

1  ものづくり産業等を支える人材の育成

 □　若年、中堅、熟練技能者等の各段階に対応した技能・技術の向上を図ります。
 □　企業のニーズ等に即した職業訓練を実施します。
 □　イノベーション創出に資する高度産業人材を育成します。

目標

 優れた技能者・技術者の育成
　≪公共職業訓練受講生の就職率　平成25年度　95.4％　→　現在の水準を向上≫
　≪技能検定合格者数　平成25年度　1,805人　→　現在の水準を向上≫
　≪職業教育技術顕彰受賞生徒（ハイレベルな資格を取得した生徒）の割合
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成25年度　20.1％　→　平成28年度　24％≫

現状と課題

 □  団塊世代の熟練技能者の引退、少子化及び若年者のものづくり離れが進行
 □　ものづくり産業を支える技能・技術の向上と次代を担う技能者の育成が課題
 □　イノベーション創出に資する技術開発等を担う人材の育成が課題

取組方針

具体的な取組

□  産業教育の充実
　 ・ 小・中・高校生への産業教育の実施
□  若年技能者の技能向上支援
　 ・ 技能五輪全国大会参加、選手強化への支援
□  中堅技能者の技能向上支援
　 ・ 技能検定合格率向上のための指導の充実
□　技能継承の指導者育成
　 ・ 技能継承にあたる指導者の育成促進と技能指導活動の充実
□　企業ニーズ等に即した職業訓練の実施
　 ・ 産業技術学校の訓練科の見直し等
□　高度産業人材の育成
　 ・ 産業人材育成プログラムの開発・実施の取組促進
　 ・ ものづくり技術の向上への支援
　 ・ 大学生の県内就職促進のための教育プログラムの充実等の取組促進

平成２８年度

取組

平成２７年度取　　　　　組
平成２５年度

（実績）
平成２６年度

（実績）

工程表 若年技能者の技能向上
支援

産業教育の充実

中堅技能者の技能向上
支援

技能五輪全国大会参加経費や選手強化費の支援

強化指定職種の選定による選手育成強化

中堅技能者の技能向上研修への支援

技能検定３級・２級の合格率向上のための指導の充実

技能検定１級の合格率向上のための指導の充実

企業と連携した課題解決学習・技術研修の実施・拡充
産業界と連携した技能・技術研修の実施
ものづくり体験教室やイベント開催による技能尊重気運の醸成

（山口マイスター等の活用）
全国大会での優勝等をめざす積極性と創造性の育成の支援

専門高校等における地域産業と連携した取組の実施

ものづくり体験教室等の開催

技能五輪全国大会参加選手の育成強化等

中堅技能者の技能向上研修の開催

山口マイスター等の派遣・指導



平成２５年度
（実績）

平成２６年度
（実績）

平成２７年度 平成２８年度取　　　　　組

高度産業人材の育成

工程表

事業の概要

企業ニーズ等に即した
職業訓練の実施

技能継承の指導者育成

企業ニーズ等

の把握

産業技術学校における訓練科の見直し等

学校運営協議会

の開催

ものづくり技術科の新設

木造建築科の期間短縮

技能継承にあたる指導者の育成促進と技能指導活動の充実

プログラム開発・実施
［次世代イノベーションコース］

［プラント高度危機管理コース］

＜産業人材育成プログラムの開発・実施＞
●

＜大学生の県内就職促進のための教育プログラムの充実等＞

インターンシップの

強化等

[高校]
◇産学公と連携した取組の

実施

◇生徒の資格取得の促進

◇マイスターによる技術指導

◇地元企業の現場でのセミ

ナーの実施

しま

ものづくり企業等 技能競技大会等

技能グランプリ

(１級技能士以上)

技能検定１級取得

技能五輪全国大会

（23歳以下）

若年者ものづくり
競技大会

（20歳以下）

小・中学生

≪ものづくり体験教室≫

若年技能者

中堅技能者

高校生等

≪技能講習≫

◇ものづくりイベント

◇マイスターによるもの

づくり教室

熟練技能者

による指導等

産業技術学校
◇訓練科の

見直し

熟練技能者

すぐれた技能者の育成

技能継承の

指導者育成

全国大会・コンテスト 等

高校生等の全国大会へ向けた取組強化

地（知）の拠点大学による

地方創生推進事業（COC+）

に採択

●

＜産業技術センターにおけるものづくり技術向上への支援

３Ｄものづくり研究

会創設（10月）
ものづくり支援

チーム設置（4月）

新たなものづくり

への挑戦を支援

● ●



男女共同参画推進本部
による総合的な取組

平成２８年度

具体的な取組

平成２５年度
(実績)

平成２６年度
（実績）

平成２７年度

取組

 □　男女共同参画推進本部による総合的な取組
 □  仕事と子育て等の両立支援
 □　女性の再チャレンジの促進
 □  女性の活躍支援・気運醸成

取　　　　　組

工程表

 産業を支える女性の活躍促進

現状と課題

取組方針

プロジェクト

No

2

目標

□　男女共同参画推進本部による総合的な取組を行います。
□　男女が共に仕事と子育て等を両立できる雇用環境づくりを促進します。
□　子育て等でブランクがある女性の再就職や創業等、女性の再チャレンジを支援します。
□　企業における役員・管理職への女性の登用促進や女性の活躍に向けた気運の醸成に
　努めます。

□　少子化と生産年齢人口の減少
□　就業している女性の約6割が、第1子出産を機に離職
□　企業における管理職全体に占める女性の割合が低い
□　産業を支える女性の活躍を推進する環境づくりが必要

　女性の力を最大限に活かす環境づくり
　　≪就業率(25～44歳女性)　　71％ (平成27年) ≫
　　≪やまぐち子育て応援企業宣言届出企業数　　780社 (平成28年度) ≫
　　≪やまぐちイクメン応援企業宣言登録企業数　 300社 (平成28年度) ≫

仕事と子育て等の両
立支援

総合的な取組女性の活躍促進プロジェクト
チームの設置(4月)

●

出前講座・普及

啓発の実施等

<ワーク･ライフ･バランスの実現>

一般事業主行動計画の策定･促進(アドバイザーの派遣)

<やまぐち子育て応援企業育成>

女性が働きやすい職場環境

づくりの支援

<制度融資>

制度創設
●

社会全体で子育てを応援する気運を醸成

●
優良企業表彰(10月)

●
優良企業表彰(11月)

<やまぐち子育て応援企業宣言制度>

優良企業表彰
●

男性の育児参加等を推進する事業者を応援し、子育て支援の気運を醸成

●
制度創設
(8月)

イクメンパパ
子育て応援奨
励金創設

● ●
<やまぐちイクメン応援企業宣言制度>

優良企業表彰

●

国の助成制度（事業所内保育施設等）の周知等

<両立支援に資する制度等の周知>

優良企業表彰
(10・11月)

● ●
イクボスセミナー、
表彰(11月)

イクボスセミナー、
表彰



平成２５年度
(実績)

平成２６年度
（実績）

平成２７年度 平成２８年度

工程表

女性の再チャレンジの
促進

事業の概要

女性の活躍支援・
気運醸成

取　　　　　組

託児サービス付き職業訓練・離職者等再就職訓練・再就職実践訓練

就職支援キャリアカウンセリング

女性創業応援

会社の設立(4月)
女性の創業開始を支援

●

女性創業セミナー

(9～1月)

●
女性創業セミナー

(9～12月)

●

<創業の支援>

やまぐち男女共同参画推進事業者の認証促進

<再就職支援>

女性創業セミナー
●

リーダー養成講座

(10～2月)

リーダー養成講座

(9～11月)

●
リーダー養成講座

の開催

●
<農山漁村女性企業の育成>

●

●
女性の活躍推進企業宣言

制度の創設・届出促進

女性リーダー養成

セミナー・学生交

流会の開催

女性交流会

(9～10月)

●

女性活躍推

進ハンドブッ

クの作成

女性活躍促

進セミナー

(6月)

●

事業所の意識改革

女性自身の意識改革

●
経営トップセミナー

(11月)・男性管理職

セミナー(11月)

●

女性リーダー養成

セミナー(10～12月)

学生交流会

(7～1月)

●

経営トップセミナー・

男性管理職セミナー

の開催

●

女性管理職ネット

ワークの創設・活動

●

●

女性の活躍を促進

する取組の支援

<制度融資>

●
拡充

女性等が創業を実践する場の設置・運営
●



プロジェクト

No

3 　高度産業人材等の還流促進

 □　技術開発等を担う高度産業人材となる大学院生等の確保を図ります。
 □　企業マネジメント、販路開拓等を担うプロフェッショナル人材の確保を図ります。
 □　企業の海外展開を担う人材の確保に向けて、留学生と企業の連携を促進します。
 □　県内就職に関連する情報発信の強化等により、大学生等若者の県内就職を促進します。

目標
 高度産業人材等の県内外からの確保
　≪奨学金返還補助制度の活用による高度産業人材の確保　年間20人≫
　≪Ｕターン就職学生数　平成25年度 137人　→　平成28年度 170人≫

現状と課題

 □　イノベーション創出に資する技術開発や、企業マネジメント、海外展開等を担う人材の確保が
　　課題
 □　労働力人口の減少や大学進学時及び就職時における若者の県外流出が進行

取組方針

具体的な取組

□　技術開発等を担う高度産業人材の確保
　 ・ 奨学金返還補助制度を活用した大学院生等の県内企業就職への支援
□　プロフェッショナル人材の確保
　 ・ 県外プロフェッショナル人材と県内企業とのマッチングへの支援
□  留学生と企業の連携促進
　 ・ 留学生と県内企業との交流会の開催
□  大学生等の県内就職の促進
　 ・ 県外大学との就職支援協定締結等、大学と連携した情報発信
　 ・ 東京、大阪等における就職説明会の開催
　 ・ 若者就職支援センターへの登録促進
　 ・ ＵＪＩターン相談窓口の強化
 　・ 県内中小企業の情報発信強化

取組

取　　　　　組 平成２８年度平成２７年度
～平成26年度

（実績）

工程表

技術開発等を担う
高度産業人材の確保

プロフェッショナル人材
の確保

＜奨学金返還補助制度の創設・実施＞

●
制度創設

●

対象者

選考・決定

県内就職支援

（企業情報等の提供、インターンシップ、企業見学会など）

●
県外プロフェッショナル人材と

県内企業とのマッチングへの支援

制度創設

●
対象者

募集

● ●

●

対象者

募集

対象者

選考・決定

● ● ●

県内企業

就職

●

<地方創生枠の開始>



平成２７年度 平成２８年度

工程表

事業の概要

取　　　　　組
～平成26年度

（実績）

留学生と企業の連携促
進

大学生等の県内就職の
促進

＜大学と連携した情報発信＞
●

就職支援協定の締結

［龍谷大学（1月）ほか］

協定締結

[累計11大学]

＜就職説明会等の開催＞

東京、大阪、広島、福岡、県内開催
●

移転・機能強化（東京）

＜ＵＪＩターン相談窓口の強化＞
●

大学生等の登録者数の拡大

＜若者就職支援センターへの登録促進＞

高校卒業者に

対する登録促進

●

➢ 奨学金返還補助制度の創設・実施

� ＵＪＩターン相談窓口の機能強化 ➢若者就職支援センターへの登録促進

� 企業・就職情報の提供 ➢就職説明会、セミナー等の開催

� インターンシップの実施 ➢大学との就職支援協定の締結

� マッチング支援 など

成長を支援する人材の確保

山口県
連

携
経済団体 大 学

企 業

など

留学生

高校生
社会人

など

大学生

大学院生

県内製造業等への就職

≪対象者≫

・理系大学院生及び薬学部生

（(独)日本学生支援機構の無利子奨学金

の貸与を受けている奨学生で、県内製

造業への従事を希望する者）

≪補助条件≫

・県内製造業に一定期間従事した場合に

奨学金返還額の全部または一部を補助

協定締結大学の拡大

魅力に触れる機会の創出・拡大

＜県内中小企業の情報発信強化＞
●

効果的な情報発信

＜留学生と県内企業との交流会＞

● ●
開催（11月） 開催（1月）


